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ドイツー ザクセン邦 -のギムナジウムにおける物理教育
田中 賢二
ドイツ (連邦共和国)のザクセン邦に焦点を当て,中等教育段階の学校,8年制ギムナジ
ウム (通算呼称,第5-12学年)における物理教育の現状を,いわば学校教育法,同施行
規則,学習指導要領などを手がかりにして,明らかにした｡一括した目標の元に,6-10
学年と11-12学年との2回通過法であり,ll-12学年は更に2種類に分かれている｡6
- 10学年はもう一つの前期中等教育段階の学校種 ミッテルシューレの物理教育と週授業時
間数では同じであるが,内容の大 ･中項目などは異なっている｡規に,検定 (認定)物理教
科書は,前期と上級段階用に分かれており,前期中等教育段階用はミッテルシューレ何とで
重複している教科書は少なく,この3区分は峻別されているといえる｡
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I.はじめに
既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大戦
以前において世界をリードしてきた物理学の伝統を
背景にもつ (西)ドイツにおける物理教育の現代化 11
など一連の研究を行ってきたoほぼ40年を経て.東
ドイツ(ドイツ民主共和国DeutscheDemokratische
Republik)は,邦 (IJuld)を復活し,西 ドイツ (ド
イツ連邦共和国BundesrepublikDeutschland)に
編入する形で. ドイツ統合 (1990)を達成したが,
この旧東 ドイツ地区のチューリンゲン邦に焦点を当
て,いわゆる西 ドイツ化のもと,8年制ギムナジウ
ムの物理教育の現状2)も明らかにした｡
ドイツ語圏であるオーストリア (オース トリア共
和国Republike)sterreich)の前期中等教育段階にお
ける物理教育については,初等教育段階の教科 ｢事
象教授｣との関連3)を,また.前期中等教育段階の
ハウプトシューレにおける物理カリキュラムの変化4)
ち,5年制職業教育中等学校における物理カリキュ
ラムの現状5)も明らかにしてきた｡加えて,オース
トリア とス イス (ス イス連邦Schweizerische
Eidgenossenscha此)とに挟まれたドイツ語を公用語
とするミニ国家 ･リヒテンシュタイン (リヒテンシ
ュタイン侯国FOrstentumLiechtenstein)について
は.初等中等教育段階における科学教育の現状(,) ち,
そして,スイスードイツ語圏ベルン邦のギムナジウ
ムにおける物理教育の現状7-ち,明らかにしてきた｡
引き続き,本稿の具体的な目的は,チューリンゲ
ン邦の東隣に位置している旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
ン邦に焦点を当て.中等教育段階の学校,8年制ギ
ムナジウム (通算呼称,第5-12学年)における
物理教育の現状を,いわば学校教育法,同施行規則,
学習指導要領など8-14)を手がかりにして,明らか
にすることである｡
なお,このザクセン邦における初等科学教育.ミ
ッテルシューレにおける物理教育や生物教育の現状
は,3つの前稿 15-17)で明らかにしている｡また,
連邦構成16邦の一つ,ザクセン邦FteistaatSacI鳩en
(邦都 ドレスデンDresden)は,いわゆる旧東 ドイツ
地区,新編入5邦の中で,最も人口 ･人口密度の大
きな邦であり,面積は,人口は,四国に.ほぼ相当
している｡同邦の他の独立市 (KreisfreieStadte)と
しては,ドレスデンの他に,ケムニッツ(Chemi tz),
ライブツイヒ (Leipzig)などがある｡
Ⅱ.枠組み
ドイツ連邦共和国においては教育の管轄権が邦に
あることを,ザクセン邦の憲法 (第103条)によっ
て確認できる｡
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Ⅱ.1.学校制度
表 1は,ザクセン邦の学校教育法における第4条
学校の種類 と教育段階,第 7条ギムナジウム,第
28条就学義務の期間と終了,第34条進路選択,節
37条環境教育である｡表2は,ザクセ ン邦ギムナ
ジウム施行規則における第2条ギムナジウムの構造
の統一性,第4条程度の高い教育をするギムナジウ
ム,第32条入学条件,第33条入学試験である｡表
3は,ザクセン邦ギムナジウム上級段階施行規則に
おける第2条構造 と在学期間,第3条ギムナジウム
上級段階-の進級,第4条授業の構成,第5条分野,
第6条達成コース教科,第7条基礎コース教科,第
9条程度の高い教育における生徒の達成コース教科
の特別規定,第10条程度の高い教育における生徒
の基礎 コース教科の特別規定である｡
表 1 ザクセン邦学校教育法
第4条学校の種類と教育段階
(1)学校制度は以下の学校種に区分される
i.普通教育諸学校 :a)基礎学校,b)特殊支援学級 C)ミッテルシューレ.d)ギムナジウム,
2.職業教育諸学校 :a)職業学校,b)職業専門学校,C)専門学枚 d)専門上級学校.e)職業ギムナジウム,
及び,対応した職業教育を行う特別支援学校
3.生涯教育系の諸学校 :a)夜間ミッテルシューレと夜間ギムナジウム,b)コレーク
(2)教育段階は以下に区分される
1.初等教育段階は,第1-4学年である
2,前期中等教育段階は,普通教育学校の第5-10学年であり,また夜間制ミッテルシューレを含む
3.後期中等教育段階は,普通教育学校や職業教育学校の第11-12学年であり,また夜間ギムナジウム,コレークを
含む｡
(3)ミッテルシューレとギムナジウムとの第5と6学年は.オリエンテーションの機能を有している｡基礎学校卒業
後になされた進路決定は,変更されてよい｡
第7条ギムナジウム
(1)ギムナジウムは能力と教育目的に合わせて大学での学修を可能にする程度の高い普通教育を生徒に行い.また.
大学以外の職業教育の前提をも作り上げるD
(2)ギムナジウムは第5-10学年と第11-12学年からなり,アビトウール試験で修了し,一般大学成熟証を発行する｡
(3)ギムナジウムで系が準備される｡
(4)特に能力ある生徒の支援に,幾つかのギムナジウムでは特別の課程が捷供される｡
(5)ギムナジウムの第10学年が前期中等教育の修了となり,同時に.ギムナジウムへの導入段階である｡ギムナジウ
ム上級段階は第11-12学年からなる｡この段階には以下の規程が有効となる｡つまり,
1.半年毎の基礎コースと達成コースで,授業がなされる｡
2.これまでの評語による評価が評点に置き換えられる｡
3.-般大学成熟証が総合評価でもって与えられる｡これは,以下の成績からなる｡つまり,
a)アビトウー ル試験
b)達成コース
C)算入される幾つかの基礎コース
(6)文部科学省は.省令によって第5項の実施の詳細,特に,教科の提供と選択可能性を含む受験可能性分野,コー
ス設定の前撞,成績の算入と評価法,アビトウール試験の受験前提,総合評価の算出法,一般大学成熟証の認定条件,
を定める｡
(7)第10学年から第11学年への進級によって,レアールシューレ修了証相当の中級の学校修了証が与えられる｡
2005/2006学年度から,学力の特別な確定結果が,進級決定に加わる｡つまり,既にミッテルシューレでレアールシュー
レ修了証を取得してきた生徒は.学力認定手続きに及ばない｡
第28就学義務の期間と終了
(1)就学義務は2つの区分からなる｡第1は基礎学校か普通教育の支援学校の第1-4学年そして普通教育の上級学
校の就学 (昼間制学校義務)｡第2は,職業学校か対応する職業教育の特別支援学校の就学 (職業学校義務)0
(2)昼間制学校義務は9学年にわたり,職業学校義務は通常3学年にわたる｡
第34条進路選択
(1)基礎学校修了時に学校の進路推薦書に基づき両親が進路決定を行う｡第5･6学年においても,学校によって進
路推薦が言及される｡進路推薦に関して両親は.広範に情報を与えられ相談にのってもらうことになる｡
(2)ミッテルシューレ.ギムナジウム,職業専門学校,専門学校.専門上級学枚 職業ギムナジウム,あるいは,第
2の教育の道 (生涯教育)の諸学校への進学に関しては,適性に従い,能力と学力に応じて,生徒が決定する,
第37条環境教育
(1)学校は環境に関する教育内容を数える(,学習指導要領では教科枠を越えて扱われ,生態学的基礎教育を全ての生
徒に保証する｡この教育内容に支えられた環境教育の目標は,環境への正しい態度とその取り組みとに至ることで
ある｡
(2)学校は可能な範囲 ･可能な分野で実際的な環境保護を推進する｡
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表2 ザクセン邦ギムナジウム施行規則 (SchulordnungGymnasien-SOGY)
第2条ギムナジウムの構造の統一性
第5,6学年はオリエンテーション機能を有し.第8-10学年には学校法第7条3項に従い系が設定されている｡第11
-12学年は,教育学的組織的一体性を有している,J
第4条程度の高い教育をするギムナジウム
(1)学校法第7条第4項に従い特別な教育課程として程度の高い教育をおこなうギムナジウムは.次のような教育を
おこなう｡つまり,
i.数学自然科学,2.音楽.3.スポーツ,4.言語,5.複数文化-複数言語O
第8-10学年では,程度の高い教育は,第2条第2項の意味で.系が担う｡
(2)程度の高い教育をおこなうギムナジウム入学には,一般的な入学要件に加えて,入学するギムナジウムでおこな
われる特別の試験合格が前提であるLlそこで,受験者の適性と能力がその都度の程度の高い教育のために決められる｡
(4)第1項に従い程度の高い教育をおこなう他のギムナジウムの生徒には,重要な理由の提示では,前期中等教育段
階における引き続く2年の3年間への延長が.ザクセン邦教育当局に提案されてよい｡
第32条入学条件
(1)基礎学校の第4学年かミッテルシューレの第5か6学年修了後,ギムナジウムの次の学年に受け入れられる｡
1.ザクセン邦基礎学校教育法施行規則第21条に従って.あるいは,ザクセン邦 ミッテルシューレ教育法施行規則第
9条に従って,ギムナジウムへ入学あるいは転学の推薦書が与えらた場合か
2.入学試験に合格した場合｡
第33条入学試験
(1)ミッテルシューレへの入学推薦を得たがギムナジウムの教育を受けたい生徒は,両親の申し出に従い,筆記の入
学試験の受験が許される｡両親は,どのギムナジウムに進みたいか,願い出る｡
(2)試験の日程と試験問題は.毎年邦で統一一的に文部科学省によって示される｡
(5)第4学年の生徒はザクセン邦当局によって指定された基礎学校で受験する｡教科, ドイツ語と数学で筆記入学試
験が準備される｡時間はそれぞれ45分である｡両教科の評点の平均が2.5より良い場合には,合格となるo
(6)ミッテルシューレ第5か6学年の生徒は,ザクセン邦当局によって指定されたギムナジウムで受験する,J教科,
ドイツ語と数学と英語で筆記入学試験が準備される｡時間はそれぞれ60分である03教科の評点の平均が2.5より
良い場合には.合格となる｡
表3 ザクセン邦ギムナジウム上級段階施行規則 (Oberstufen-undAbiturprtlfungsverordnung-OAVO)
第2条構造と在学期間
(1)ギムナジウム上級段階は,資格取得段階として第11と12学年からなり,アビトゥ-ル試験で終わる｡
第3条ギムナジウム上級段階-の進級
ギムナジウム上級段階への進級の条件は.ギムナジウム第10学年からの進級であるoレアールシューレ修了証を取得
したミッテルシューレの生徒は,ギムナジウム上級段階への進級の前に.ギムナジウム第10学年に在学しなければな
らない｡
第4条授業の構成
(1)達成コースは程度の高いレベルで授業される｡基礎コースは基礎的なレベルで授業される｡教科は達成コースか
基礎コースかで履修されるL,
(3)達成コースは週5時間の授業である｡
(4)基礎コースでの週時間数には,以下の内容が適用される｡つまり,
1.ドイツ語と数学はそれぞれ週4時間
2.履修継続してきた外国語や第10学年から開始した外国語は週3時間
3.その他の教科はそれぞれ週2時間
(5)コースは2学年間一貫して履修される｡正当な理由がある場合には校長が基礎コースの変更を許可できる｡
ギムナジウム上級段階の諸教科
第5条分野
教科は以下の分野に分けられる,つまり
1.言語 ･文学 ･芸術分野 :ドイツ語,外国語,芸術 ･音楽｡
2.社会科学分野 :歴史,地理,社会/会計//経酒o
3.数学 ･自然科学 ･技術分野 :数学,物理,化学.生物,情報o
その他の教科はどの分野にも属さない｡
第6条達成コース教科
(1)2教科で達成コースを選択するC第1達成コースはドイツ語か数学で,第2達成コースは履修継続してきた外国語,
物理,あるいは歴史である｡
(2)ゾルブ語のバウテンのギムナジウムでは,第1達成コースはドイツ語,ゾルブ語である｡
(3)邦の教育当局の承認を持って,第2達成コース教科歴史に換えて.達成コース教科芸術や.第2達成コース教科
物理に換えて,達成コース教科化学を学校が提供してよい｡教科歴史と物理でも達成コースが準備される場合に.
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認可が付加的におこなわれる｡
(4)第10学年から履修開始となった外国語は,達成コース教科にはなりえない.
第7条基礎コース教科
(1)基礎コースは以下の教科で準備される｡つまり,
1.ドイツ語,2.数学,3･芸術か音楽,4･履修継続してきた外国語か第10学年で履修開始した外国語,5･その他の履修継
続してきた外国語,6.歴史,7.社会/会計//経済,8,地理,9･生物,10･化学,111物理,121新教･旧教あるいは倫理,13･
スポーツ.
条程度の高い教育における生徒の達成コース教科の特別規定
程度の高い教育の生徒に対してのみ,教科音楽,生物,スポーツの達成コースが提供される(,前期中等教育段階
で対応する程度の高い教育に参加してきた生徒によ-〕てのみ.選択されてよい｡例外として,学校がその適性を成
績からあるいは入学試験の合格によって確定した場合,この達成コースに参加できる｡
?
??? ? ?
?
? ??
?
?
?
?
第6条第1･3項から外れて,3つの教科で達成コースを選択するO 学校は第3達成コース教科を週4か5かの
どちらで授業するかを決定する｡
(3)以下の達成コースの組み合わせが許可されている｡
1.程度の高い数学･自然科学教育では:
a)第1達成コース教科 :数学
b)第2達成コース教科 :履修継続してきた外国語.歴史,物理あるいは化学
C)第3達成コース教科 :物理,化学あるいは生物
2.程度の高い音楽教育では:- ･C)第3達成コース教科 :剛を継続してきた外国語.歴史,物理あるいは化学
3.程度の高いスポーツ教育では:･- C)第3達成コース教科:英乱 歴史,物理あるいは化学
4.程度の高い言語教育では:- ･C)第3達成コース教科:第8学年で開始した履修継続してきた外国語,物理あるい
は化学
5.程度の高い複数言語教育では:- ･b)第2達成コース教科 :ポーランド語,チェコ語,英語,歴史,物理あるいは
化学C)第3達成コース教科:ポーランド語,チェコ語;この教科の1つが第2達成コース教科である場合には,英語,
歴史,物理あるいは化学
第10条程度の高い教育における生徒の基礎コース教科の特別規定
(1)第7条第1項から外れて,基礎コースとして以下の教科が選択されるLl
1.程度の高い数学･自然科学教育では:- ･g)達成コース以外の2つの自然科学 - ･
2.程度の高い音楽教育では:- ･f)物理･-
3.程度の高いスポーツ教育では:- ･f)物理 - ･
4.程度の高い言語教育では:
4･6･2制の学校制度,9年間の義務教育,ギ
ムナジウムの使命や例えば3段階区分 (第5-6学
午,第7-10学年,第11-12学年)構造など,そ
して.ギムナジウムへの進路決定は入学試験でなく
推薦書によって決まっていくことなどを確認できる｡
また,例えば,ギムナジウムへの推薦書が得られ
ていない事態に反してギムナジウムを希望ずる場
令,1年間の延長をも視野に入れた特別なギムナジ
ウムへの入学希望の場合.例外的に試験があること,
ミッテルシューレの (第10学年)卒業生でギムナ
ジウム第11学年に進む場合には.ギムナジウム第
10学年から始める必要があること,1年間の延長
をも視野に入れた特別なギムナジウムで程度の高い
数学 ･自然科学教育を行う場合 (旧東 ドイツのスペ
シャルシューレ･数学自然科学技術コースあるいは俗
称,自然科学スペシャルギムナジウムSpezailschule
mathmatisch-naturwissenscha氏liche-technischer
Richtungodernaturwissenschaftliches
Spezialgymnasiumの後進に相当)には物理,化学,
生物の全てが達成コース教科か基礎コース教科とし
て学ばれることなどの詳細 も,知ることができる｡
達成コース教科の可能性 (第6条第 1項,第2項)
や基礎コース教科の可能性 (第10条第 1項第2号
L gなど)からは,物理,化学,生物の3教科の
間でも,物理が最も重視されていることが分かる｡
なお,普通教育を行う中等教育段階の学校は2分
岐し,基礎学校の最終学年.第4学年卒業後45%
が前期後期中等教育一貫の,いわば中高一貫教育学
秩,中等教育学校としてのギムナジウム(8年制)に,
55%弱が前期中等教育段階だけの,いわば中学校
としてのミッテルシューレ (6年制)に進んでいる
(2009/10年度)｡この ミッテルシューレは,更に,
ハウプ トシューレ課程Hauptschulbildungsgang
(通算呼称第5-9学年)とレアールシューレ課程
Realschulbildungsgar唱 (第5-10学年)からな
っている｡
Ⅱ.2.過授業時間数 ･学習指導要領
ザクセン邦の前期中等教育段階に属するミッテル
シューレとギムナジウムの第5-10学年の週授業
時間割表は.表4,5である｡表6は,後期中等教
育段階に属するギムナジウム上級段階 (第11-12
学年)の週授業時間表である｡
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表4 ザクセン邦ミッテルシューレ週授業時間割表StundentafelftlrdieMILtetSChule
a)Pftichtbereich必修
Englisch英語 5 5 4 14 3 3 24
Religion/Ethik宗教/倫理 L2 2 2 2 2 2 iT2
Gesch 1 2 2 2 .2 2a) ll(か9)
MathematikAS 5 5 4 4 4 4 26
Physik物 理 2 2 2 2 2 10
Cheme化学 2 2 2 6
GenenschaftskUnde/Rechtserziehung社会./会計 2 2 4
Sportスポーツ 3 3 3 3 3 3 18
Musik5,莱 2 う 1 1 1 2b) 8(か6)
Kunst芸術 2 1 l l 1 2b) 8(か6)
nformatik情報 1 1 1 1 4
31 31 30 31 32 29 184
b)WahlpfJichtbereich選択
2.Fremdsprache(abschlussorientiert)第2外国語 (修了証関連) 2 3 3 3 3 14
Vertiefungskurse発展コース 3 3
31+2 32+1 33+1 34+1 32 193+5
C)Farderunterricht補習
a)地理か歴史,b)音楽か芸術
表5 ザクセン邦ギムナジウム前期中等教育段階 (第5-10学年)週授業時間割表Stundentafel和rdas
Gymnasium-SekundarstufeI
KIassenstufe学年 5 6 7 8 9 10 計
Deutschドイツ語 5 4 4 4 4 4 25
Relig10∩/Ethik宗教/倫理 2 2 2 2 2 2 12
Geographie地理 2 2 2 1 i 2 10
Geschchte歴史 1 2 2 2 2 2 ll
Gene会/会nschaftskunde/Rechtserziehung/Wirtschaft社千/経済 2 2 4
Sportスポーツ 3 3 3 2 2 2 15
Musik音楽 2 1 1 2 1 1 8
Kunst芸術 2 1 1 1 1 1 7
Engljsch英語 5a) 4 4 3 3 3 22
2.Fremdsprache第2外国語 -a) 4 4 4 3 3 18
Mathematik数学 5 4 4 4 4 4 25
Biologe生物 2 2 2 1 2 2 ll
Cheme化学 1 2 2 2 7
Physjk物 理 2 2 2 2 2 10 ｢
Pro川 (sprac仙ch)系別 (言語) 3 3 3 9
Technik/Computer技術/コンピュータ 2 1 系に相応 しい情報教育 b) 系に相応しい情朝教育b) 5nformatik情報 1 1
a)5学年で外国語が2つの場合は,英語3時臥 第2外国語4時間となる｡
b)ギムナジウム学校規則の第17条l項 1-4号における系の第9と10学年で,系に相応しい情報教育が,それぞれ,1/3週授
業時間を数える｡
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表6 ザクセン邦ギムナジウム上級段階 (第11-12学年)週授業時間割表 ObersichtOberdieF畠cher
indergymnasialenOberstufe
Aufgabenfeld F畠cher WochenstundenLeistungkurs WochenstundenGrundkurs
分野 教科 達成 コース.過授業時間数 基礎コース .過授業時間数
belegungspflichtig選択必修 Sorbisch*5)ソルブ語 5 3
Englisch英語 5 3か2
Franzdsischフランス語 5 3か2
Lateinラテン語 5 3か2
Pofnischポーランド語 5 3か2
rRussischロシア語 l5 3か2
Spanischスペイン語 5 3か2
¶schechischチェコ語 5 3か2
G/R/W 社会/会計/経済 2
Geog｢aphie地理 2
Mathernatisch-natur-wiSS Schaftlichtechnisch数学 .自然科学 .技術 .Mathematik数学 5 4
Chemie化学 5/4*3) 2
Biologie生物 4*3) 2
OhneZUordnun9その他 EvangelischeReLiglOn/KatholischeReLiglOn/thik新教/旧教/倫理 5*4) 2
Sportスポーツ 5*3) 2
nichtbelegUngsp川chtig自由選択 P州osophie哲学 2WeiterefortgefuhrteFremdsprache*2)新規履修外国語 2
*l)履修義務なLo*2)この基礎コースでは,国際的に認可された言語デイブロームの収得準備も,可能となる｡*3)それぞれの程度の高い教育を行うギムナジウムにおいてのみ,準備されるL,nuranGyrnnasiennitvertiefterAusbildungin
derjeweiligenVertiefungsrichtung
*4)教会が設立したギムナジウムにおいてのみ,準備される｡*5)バウツェン郡にあるソルプ語 ･ギムナジウムにおいてのみ,
初等教育段階 (通算呼称第1-4学年),基礎学
校においては科学教育は独立した教科として設定さ
れていない｡一方,中等教育段階には,科学 (理科)
でなく,生物,物理,化学という教科 (地学はない)
が設けられている｡
第5-10学年における学校種の違いは.教科な
どではミッテルシューレで趣味コースや発展コース
に対してギムナジウムで系別授業があること,社会
//会計と経済一技術一家庭/社会に対して社会/会
計/経済,第2外国語の選択か必修にみられる｡週
授業時間数合計で差がないのは,宗教/倫理と物理
であり,生物,化学でギムナジウムが多く, ドイツ
請,英語,数学,スポーツでミッテルシューレが多
いという違いがある｡
物理の週授業時間数は,前期中等教育段階に属す
るミッテルシューレとギムナジウムの第5- lo苧
年とで.全く同じである｡そこで,必要に応じて,
準備される｡
ギムナジウムにおける物理教育の現状を,ミッテル
シューレにおける物理教育との比較からも窺うこと
にしたい｡
ギムナジウム8-10学年の自然科学系には,必
修教科としていわば総合理科がある｡ほとんどのギ
ムナジウムが,この系を提供している｡また,5種
類,1.数学自然科学,2.音楽,3.スポーツ,4.
言語,5.複数文化一複数言語,で程度の高い教育
を行うギムナジウムにおいてのみ,上級段階の2年
間が3年間に延長される場合があり,数学自然科学
の場合では,物理が学年当たり週5から4時間にな
る可能性 (総計では,第6-12学年計20から第6
-13学年計22に増加)を有している｡
表7.8は,ザクセン邦ギムナジウム学習指導要
領 ･物理と自然科学系必修教科 ･総合理科の冒頭部
分と目次である｡
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表 7 ザクセン邦ギムナジウム学習指導要領 ･物理
(冒頭 ･目次)
ギムナジウム学習指導安宅削ま,(2004年から5年間を掛けて
順次移行)
第5-7学年には2004年8月1日
第8学年には2005年8月1日
第9学年には2006年8月1日
第10学年には2007年8月1日
第11学年には2008年8月1円
第12学年には2009年8月1日
に,有効となる｡
学習指導要領は,ザクセン邦教育･学校開発研究所 (コメ
ニウス研究所)との協力の下,ギムナジウム教員によって作
成されたO部分改訂は,2007年のギムナジウム上級段階の改
革に関わって,加えて,含まれる学習指導要領移行段階の
2009年における終了後 ザクセン邦教育研究所との協力の下.
ギムナジウム教員によってなされた｡
Inhaltsverzeichnis目次- .Seite頁
TeiIGrundlagen総則
学習指導要領の構成と拘束性- ･lV
ギムナジウムの目標と使命- ･VH
教科連携の授業- ･Xl
学習の学習･･･Xll
Te'[IFachlehrplanPhysik物理編
物理の目標と使命- ･2
学習分野と標準時数の一覧･･･5
第6学年- ･8
学年･- 13
学年･･･18
学年･- 22
10学年- ･27
-12学年基礎コー スの目標- ･33
??
?
?
??
??
??
? ?
?
?
? ?
1学年基礎コー ス･･･35
2学年基礎コー ス･- 39
ll-12学年達成コー スの目標
第11学年達成コー ス- ･44
第12学年達成コー ス･- 52
42
どちらの学習指導要領 も.2004年か ら5年間を
掛 けて順次移行 し,部分改訂が,2007年の上級段
階の改革,規程移行段階の終了2009年にザクセ ン
邦教育研究所 との協力の下,ギムナジウム教員によ
ってなされている｡
Ⅲ.ギムナジウムの物理教育
Ⅲ.1.構造
既に,学習指導要領 ･物理の目次 (表 7)でわか
るように,ギムナジウムにおける物理教育は第6-
10学年,そ して第11-12学年の基礎 コースと達
成コースとに計 3つに分化 していることが確認でき
る｡そこで,必要に応 じて,ギムナジウムにおける
物理教育の現状を, ミッテルシュー レに加えて,こ
の3区分,計4区分間の物理教育の比較か らも窺 う
ことにしたい｡
また,自然科学系必修教科 ･総合理科の学習指導
要領の 目次 (表 8)か らは,総合理科が,第 8-
10学年にあることが確認で き, この教科の中で物
理分野が扱われている可能性 を教えて くれる｡
まず,前期 と後期中等教育段階別に示 されている
Ubersichttiberdie Lernbereiche und
表8 ザ クセン邦 ギムナジウム自然科学系必修教
科 ･総合理科学習指導要領 (冒頭 ･目次)
ギムナジウム学習指導要領は,(2004年から5年間を掛けて
順次移行)
第5-7学年には2004年8月1日
第8学年には2005年8月1日
第9学年には2006年8月1日
第10学年には2007年8月ll]
第11学年には2008年8月1日
第12学年には2009年8月1日
に,有効となるO
学習指導要領は.ザクセン邦教育･学校開発研究所 (コメ
ニウス研究所)との協力の下,ギムナジウム教員によって作
成された｡部分改訂は,2007年のギムナジウム上級段階の改
革に関わって,加えて,含まれる学習指導要領移行段階の
2009年における終了後,ザクセン邦教育研究所との協力の下,
ギムナジウム教員によってなされた｡
Inhatsverzeichnis日次･･･Seite頁
TeilGrundtagen総則
学習指導要領の構成と拘束性･- lV
ギムナジウムの目標と使命- ･VIJr
教科連携の授業･･･Xl
学習の学習･- Xll
TeiJProfiJlehrplanNaturwissenschaftlichesProfil自然科学
系必修教科･総合理科編
ProfileamGymnasiumギムナジウムの系- I1
ZieleundAufgabendesnaturwissenschaftlIChenProfils
自然科学系必修授業教科の目標と使命2
学習分野と標準時数の一覧- ･4
第8学年･･･5
第9-10学年･- 9
Zeitrichtwerte学習分野 と授業時間数 (標準授業時
敬) との一覧をまとめれば,順に,表 9,10となる｡
また,総合理科のそれは,表11となる｡ まとめれば,
ギムナジウムにおける物理教育は,表12のように,
3パターンとなる｡なお,学年内での学習分野の 目
的にあった順序に関する決定,学習分野内での重点
決定は,教師の責任であ り.また,目的達成が保証
される限 りで.標準授業時数は変更可能である｡
年間当た りの授業時数は授業週数で異なるが,6
-10学年には25,第11学年では26,第12学年で
は22時数分が,必修学習分野に充てられ,加えて,
各学年の2時数分が,選択学習分野に充てられるよ
う見積 もられている｡例えば,週授業時間数計10
のタイプ1では,計270(- (25+2)*10)時数
となる｡加えて, タイプ2,3では,104時数,260
時数が加算 される｡なお,1時数は45分である｡
その内,それぞれ4 (達成 コースは10)時数の
3つのLembereichemi tWalllpflichtcharakter選
択学習分野があ り,そこか ら1つを選んでい く｡
前期中等教育段階 (第5-10学年)の物理の必
修学習分野では,分野名とその時数ともに区分 :ミ
ッテルシュー レ ･レアールシュー レ課程 (6-10
学年),ギムナジウム (6-10学年)で,同一な
のは第 6学年のElektrischeStromkreise電気回路
だけしかない｡第6学年では,他に,光 とその現象,
物体の温度と状態 という同じ分野名はあるが,時数
- 87 -
田中 賢二
表9 ギムナジウム前期中等教育段階 (第5-10 表10 ギムナジウム後期中等教育段階 (第11-
学年)の物理の学習内容と標準授業時数
週授業時間数計10-5ヶ年*過2
第6学年 (25+2)時数*週2- 54
LB1光.とその威虜 / 17(18)
LB2物体の特性と運動 14
LB3物体の温度と状態 14(13)
LB4富者何層 5
選択内容 2時数*週2= 4
WLB1視覚と写真
.WLB2断熱
WLB3色
第7学年 (25+2)時数*週2= 54
LB2電気担Ⅰ路における電流と電U÷ 18
LB3エネルギー変換器 10
選択1^J容 2時数*過2- 4
WLB1昔と今の力の変換器
WLB2電気スイッチ
WLB3飛行
第8学年 (25+2)時数*過2- 54
LB1液体と気体の力学 12
LB2熱エネルギー 15
LB4日j=.的な実験 8
選択内脊 2時数*過2- 4
WLB1気球旅行
WLB3#宥先着の密京GクlM宕
第9学年 (25+2)時数*週2- 54
LB1エレクトロニクスの基礎 9
LB2エネルギー供給 18
LB3運動法則 16
LB4物神の実習 7
選択内容 2時数*過2= 4
WLB1自然放射性
WLB2風と太陽のエネルギー
第10学年 (25+2)時数*週2- 54(44)
LB1ノJ学的振動と波 10
LB2字jg,腰衣 八PE'F** 18(14**)
LB3光線と波としての光 9
LB4ヘルツ波. 7
LB5物理の実習. 6
選択内容 2時数*過2- 4
WLB2電 √-メディアによるコミュニケーション
なお. ミッテルシューレ (レアールシューレ諜梓)と同じ学習
内容 (分野名)はF'#付き斜体で示し.同じ学習内容 (分野名)___二 ____二
でも異なる授業時数の場合はミッテルシューレ しレアールシュ
ーレ課程)の場合の数値を括弧内に示したOまた,ギムナジウ
ム第10学年第2学習分野宇IiT'+,彪凍 ^ノ野**は. ミ/テルシュ
ーレの第10学年でなく第9学年にあり,時数は18でなく.14で
あるO
12学年)の物理の学習内容と標準授業時数
ギムナジウム (第11-12学年)基礎コース 104
週授業時間数計4-2ヶ年*週2
第11学年農礎コース (26+2)時数*週2= 56
LB1:エネルギーの保存 / 10
LB2:運動学と動ノJ学の1ふ明 14
LB3:実習コンデンサーとコイル 6
LB4:電場と磁場内での荷電粒子 18
LB5:空間の相対性 4
選択内谷 2時数*週2- 4
WLB1:基礎的な自然常数の決定
WLB2:物理 .工学に関係した遠足
WLB3:コイルとコンデンサーの1学的応用
廃12学年基礎コース (22+2)時数*週2= 48
LB1:光の波としての特性 ) 8
LB2:貨野光一芦 6
LB3:者r-%選挙の/有産 10
LB4二原子殻からの幅射と原子核 20
選択内容 2時数*週2- 4
WLB1:珍屠学の応m
WLB2:尤祭好衷
WLB3:音響学
ギムナジウム (第11-12学年)達成コース 260
週授業時間数計10-2ヶ年*週5
第11学{lI-達成コース (26+2)時数*週5- 140
LB1こ保存則とその応用 20
LB2:虎線運動の運動学 12
LB3:ニュートンの法則とその応用 6
LB4:モデル化とシミュレーション 8
LB5:曲線運動 10
LB6:相対性.哩論への洞察 10
LB7:電場 14
LB8:磁場 10
LB9:場内での荷電粒√- 12
LB10:奄磁誘導 15
選択内容 2時数*過5= 10
WLB1:乗物の物理学
WLB2:半導体内の電導
WLB3:交流回路
第12学年達成コース (22+2)時政*週5- 120
LB1:ノJ学的振動と電磁振動 15
LB2ニ多様な自然現象としての波 15
LB3:貨野尤学 5
LB4∴署f冴屠学の基産 15
LB5:原子物理学の基礎 18
LB6:原子核の特件 17
LB7:熱力学 20
LB8二決定論的なカオス 5
選択内容 2時数*過5- 10
WLB1.遷望些丞
WLB2こ浄屠学の応hI
なお,両 (基礎 と達成)コースで同じ学習内窄 (分野名)は,
P凝付き斜体でホしたが,時数は異なっているo
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表11 ギムナジウム前期中等教育段階 ･第8-10
学年の自然科学系必修教科 ･総合理科の学習
内容と標準授業時間数
ギムナジウム (第8-10学年) l過授業時間数計9=3ヶ年*過3 252
LB1自然と1二学における光学 21
LB2水-生命の起源 21
LB3地球大気 21
LB4地球の為の宇宙旅行 21
第9-10学年 168
LB1光と色 28
LB2測定,制御,調整 28
LB3コミュニケーション 28
LB4大地 28
LB5天文学的観察 28
表12 物理教育の履修3パターン
1 6 10 5 10 なし
*程度の高い教育を行うギムナジウムにおいて. ヒ級段階の2
年間が3年間に延長される場合があり,数学自然科学の場合に
は,物理が学年当たり週5から4時間になり.総計では,6-
13学年で22になる可能性を有している.
は異なっている｡選択学習分野に広げても同一なの
は1つ,第8学年の非電気量の電気的測定でしかな
い.ギムナジウム第10学年第2学習分野宇宙,磨,釈:~二~~~~二二~~~~二-
八犀**は,ミツテルシューレの9学年にあり,時~~二⊥
数は18でなく,14であることを示している｡
前期中等教育段階に属するミッテルシューレとギ
ムナジウムの第5-10学年の物理の週授業時間数
は全く同じであったが,必修学習分野で第6,10
学年で一部共通しているだけで,同じ選択学習分野
もなく,異なっているといえる｡
第8-10学年で自然科学系を選択した場合,系
必修教科･総合理科には,10分野 (タイトル)があり,
自然と工学における光学,光と色など.物理分野を
核とする学際的な学習もある｡教科 ･物理の選択学
習分野にもあるこのような性格のテーマが増えるこ
とを意味する｡結局,学際的 ･総合的学習は,選択
的な学習分野と選択教科で行われているといえる｡
ギムナジウム後期中等教育段階(第11-12学年)
の物理基礎コース (週授業時間数合計4)と達成コ
ース (週授業時間数合計10)の必修学習分野は,
9(-5+4)と19(-ll+8)であり,同じ夕
イトルは12学年で時数が異なっている (6,10に
対して5,15)2組の実習光学,量子物理学の基
礎しかない｡また.選択学習分野を比較すれば.塞
礎的な自然常数の決定,物理･工学に関係した遠足,
コイルとコンデンサーの工学的応用;物理学の応用.
光学現象,音響学に対して,乗物の物理学,半導体
内の電導,交流回路 :光学現象,物理学の応用,物
理学における推計学 (統計力学)である｡同じタイ
トルは12学年の2組であるが,これらは時数だけ
でなく,内容の大 ･中項目なども異なっている｡達
成コースを特徴づける必修学習分野はモデル化とシ
ミュレー ション (第11学年),決定論的なカオス (第
12学年)であること,両コースとも,量子物理学 (第
12学年 :量子物理学の基礎),相対性理論 (第11学
年 :時間と空間の相対性,相対性理論-の洞察)な
ども学習内容とされていること,が確認できる｡深
化 ･発展的学習は,達成コースで行われているとい
える｡最長7年間の物理の学習内容でいえば.2回
通過法 (6-10学年と11-12学年)で深め,広
げる構造を取っている｡
Ⅲ.2.目標
ギムナジウムにおけるZieleundAufgabendes
FachesPhysik物理の目標と使命 (課題)は,前期
中等と後期中等教育段階という2区分別や後期中等
教育段階で基礎 ･達成コース別にも分けた計3区分
別ではなく,一括して,Beitragzuralgemeinen
Bildung一般教育への寄与と,dlgemeinefachhche
Ziele教科目標とに分け.示されている｡そもそも,
教科の教育は一般教育-の寄与から位置づけている.
教科 ･物理 (6-12学年)の目標と自然科学系
必修教科 ･総合理科 (8-10学年)の目標とを,
BeitragzuralgemeinenBildung一般教育への寄
与と,algemeinefachlicheZiele教科目標の順で
対比で示せば.表13と表14となる｡
表13,14から,履修学年とその幅の違いからだ
けではなく,とりもなおさず両教札 物理と総合理
科との設置意義の違いを,確認できる｡つまり,一
般教育への寄与としては,｢物理｣｢天文｣,我慢強さ,
自律心,誠実さ,目的達成への執着 ;興味と喜び ;
自己理解;個性の育成に対して,｢学際｣｢ますます｣
｢更なる｣｢応用｣｢自然科学｣,動機付けという違い:
教科目標としては,事象の分析,思考 ･研究方法の
応札 (問題解決)方略の育成,(専門用語 ･表現)
の活用,世界像の形成に対して,知識の獲得,深化
とネットワーク化,研究の成果の責任感を持った取
り組みの準備と能力との育成という違いである｡
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表13 ギムナジウムの教科 ･物理と自然科学系必修教科 ･総合理科との一般教育への寄与の対比
表14 ギムナジウムの教科 ･物理と自然科学系必修教科 ･総合理科との教科目標の対比
ギムナジウム 様々な生活分野に関係する物理 .天文学的事象の分析
第6-12学年 物理学的思考 .研究方法の応用
物理 物理学の問題と課題に取り組む際の方略の育成
専門用語や専門的表現形態の活用
自らの世界像の形成
ギムナジウム 自然と技術における酪童両面両たち廟 獲得
第8-10学年自然科学系必修教科総合理科 自然科学的思考,研究様式の深化とネットワ-ク化
班. 3.内容
学習分野の指示は,表による形式で行なわれてい
る｡備考は提案であり,適切な教授学習方法の指示,
内容的な説明.また,生徒-の多様な支援可能性の
事例である｡-で,同一教科内や他の教科の目標と
内容に,そして,一一で,ギムナジウムの教科枠を
越えた上位の目標(Bildungs-umdErziehungsau氏rag
陶冶訓育使命)に対する関連指示も含んでいる｡
表15は,必修学習分野の指示の例 (最初)であり.
第6学年 :LB1:LichtundseineEigenschaften
第 1学習分野 :光とその現象 17時数,である｡5
つの大項目とそれぞれ0-3の中項目,計11の中
項目から構成されているO
この学習分野 ｢光とその現象｣は数少ないミッテ
ルシューレとギムナジウムとで同一の学習分野 (第
6学年の3つ :電気回路,光とその現象,物体の温
度と状態)の1つであった｡しかし,時数では18に
対して17であった｡また,ミッテルシューレでは6
つの大項目に対して,GestalteneinesProjektes企
画の作製という大項目がなくギムナジウムでは5で
あり,ObertragenderKenntnisseaufdie
ReflexiondesLichtes光の反射における知識の転
移に対して,AnwendenderKenntnisseaufdie
ReflexiondesLichts光の反射における知識の応用
であ り,AnwendenderKenntnisse(jberdie
Brechun9desLichtesalJfeinfacheoptische
Gerate簡単な光学機器で光の屈折に関する知識の
応用に対して,AnwendenderKenntnisseauf
dieBrechungdesLichts光の屈折に関する知識の
応用である｡更に,中項目数合計では同じ11では
あるが,大項目当たりそれぞれ0-3の中項目の違
いは少なくない｡
この学習分野 ｢光とその現象｣の最初の大項目
rEinblickgewinnenindenGegenstandder
PhysikundderAstronomie物理学と天文学への洞
察｣からは,天文学が教科 ･物理の中に含まれてい
ることを指示しているO表11,ギムナジウム前期中
等教育段階 (第5-10学年)の物理の学習内容と
授業時間数 第10学年第2学習分野宇IiTJ+,彪成
人鳳 また,表14&15,教科 ･物理の目標におけ
る言及 ｢物理 ･天文学的事象の分析｣,｢天文学的内
容の扱い｣からも分かる｡自然科学系必修教科 ･総
合理 科 に も, 第 9,10学年 の第 5学 習分野
｢AstronomischeBeobachtungen天文学的観察｣
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表 15 第 6学年 :第 1学習分野 :光 とその現象 17時数
LernzieteundLerninhalte目標と内容 gernerkPngen怖々 ｢
物理学と天文学 (との内容)への洞察 物裡学の諸分野における現象と応用
光の伝搬現象の理解-分類ー光源とひかつているもの 昔と今の光源
･光を通すもの,通さないもの 太陽,惑星.月
一光の伝搬特性 生徒実験 :光の透過性への厚みの影響
･全方性,直進性 潜水時の光の状況変化
･逆進性一年徒実験 :影作り モデルとしての光線
･影の形 2つの光源による影
･食,月の粕 .全影と半影
光の反射における知識の応用 視覚過程 ;ひかる
-平面鏡の反射 バックミラー.万華鏡.潜望鏡,太陽炉
-生徒実験 :反射法則,入射角=反射角 角ミラーの観測
光の屈折に関する知識の応用 空気と他の物質との間における光の経路
-生徒実験 :屈折の法則.定性的 ウエッジプリズム
-プリズムでの光の経路 -第3選択学習分野
-芸術.第6学年.第1学習分野
簡単な光学機器-の収赦レンズの作像に関する知識の転移 焦点,焦点距離
-収欽レンズでの光の経路 平行光線,焦点を通る光線,中心を通る光線
表 16 第 12学年達成 コース :第 8学習分野決定論的カオス 5時数
LernzieleundLerninhalte目標と内容
非線形システムの振る舞い-の洞察
一線形と非線形システム
決ー定論的カオス
非線形フィードバック
カーオスと秩序
カオスへの移行
アトラクター
限ーられた予測
初期値鋭敏性
短期予測の可能性
カオスの認識
因果律原理,決定論,決定論的カオス
力学系と電磁気学系
グラフ計算機かコンピュータの導入
円形枠のビリヤード台における反射
非線形システムにおける強制振動 :非線形要素を含む振動回路,釣
り合いのないねじり振り子
ロジスティック方程式とバ-ハルストダイナミクス
時系列解析.心臓のリズム
捕食者被食モデル
分岐図
天気予報,複振子と駆動下の単振り子における非線形性
磁気振り子
(表11参照)がある｡ (なお,旧東 ドイツの単線型の
義務教育学校1959-1990である10年制普通教育総合
技術上級学校dieZehnklassigea"gemeinbitdende
polytechnischeOberschulealseinheitlicher
SchultypfuralreSchOler略称POSの最終学年第10
学年には週 1時間の必修教科天文があったことか ら
は,教科天文がな くな り,それ らの内容は教科物理
などの中に包括 されることになった と捉 えることが
で きる)｡一方,ギムナジウム後期中等教育段階 (第
ll-12学年) では天文学が教科 ･物理の中に含 ま
れていない｡そ もそ も,教科 ｢天文｣が,第11-
12学年の基礎 コースの教科の 1つ として準備 されて
いることか らも傍証 となる｡
表 16も,必修学習分野の指示の例 (最後)であ り.
第12学年達成 コース :LB8:Deterministisches
Chaos第 8学習分野決定論的カオス 5時数 ,であ
る｡】つの大項 目と4の中項 目か ら構成 されているO
この達成 コースを特徴づける必修学習分野,いわ
ゆる非線形物理学 (力学)で物理の学習 を終 えるこ
とを意味 している｡
大項 目の述部は,学習 目標表現 として統一的な9
種の用語が使 われている｡必修学習分野に限 り,そ
こに含 まれる大項 目の 目標表現区分別の大項 目数 と
その割合に注 目し,4区分 :ミッテルシュー レ (6
-10学年),6- 10学年,ll-12学年基礎 コース･
達成 コース別に示せ ば,図 1となる｡
4区分 とも,洞察,理解,応用,転移 という目標
群が大 きな位置 を占めていること,ll-12学年基
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図 1 目標表現別学年コース別の (必修学習分野の)大項目数とその割合
表17 区分別上位の目標への関連指示数,他教科への関連指示数,生徒実験 ･観察課題の指示数
3一一価値案内 3 2 】_ 2
5一一コミュニケーション能力 1 2
12一一学習コンビテンシー 1
13一一多岐展望 ]
2一一問題解決方略 4 1 1
4.一一情報人手 .如上 2
7一一反省 .論証能力 1 1
8一一学習組織化 / 1
計 22 26 3 9
1-MA数学 6 7 3 8
2-cH化学 4 5 1 1
3-B10生物 4 4
8-→GEO地理 4 1
15-wTH経済-技術一家庭 2
9-GSSU事象教授 1 1
ll-TC技術/コンピュー タ 1 1
7-GE歴史 1 1
12-GSWE工作 1
13-ⅠNF情報 1
5-spoスポーツ 2
10-→KU芸術 1
計 27｢ 23 4 12
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礎コースの特異性は他のミッテルシューレ (6-
10学年),6-10学年,ll-12学年達成コースと
違って.習熟,判断,態度という目標群がないこと
で異なっていること,ミッテルシューレ (6-10
学年),6-10学年で作製という目標があること,
ミッテルシューレ (6-10学年)と6-10学年と
の差異は洞象 理解,応用,転移という目標群以外
の割合の違いと問題解決という目標の有無であるこ
とに,注目できる｡
学習内容の指示の中には,教科枠を越えた上位の
目標との関連指示,他教科への関連指示,生徒実験･
観察課題の指示がされていた｡これらの指示数を4
区分別に示せば,表17となる｡
挙げられている上位の目標では.4区分とも,方
法コンビテンシーや方法の認識が大きな位置を占め
ている｡ミッテルシューレでありギムナジウムで挙
げられていない上位の目標は方法コンビテンシー,
社会コンビテンシー,美的感覚,学習コンビテンシ
ー,多岐展望であり,逆に,ギムナジウムでありミ
ツテルシューレで挙げられていない上位の目標は方
法の認識,問題解決方略,情報入手 ･加工,メディ
アコンビテンシー,学習組織化,健康教育,反省 ･
論証能力である｡基礎コースでは3件(方法の認識,
問題解決方略,価値案内の各1)でしか指示がない｡
指示教科では,4区分とも,数学.化学,生物が
大きな位置を占めている｡ミッテルシューレであり
ギムナジウムで挙げられていない指示教科は技術,
経済一技術一家庭.工作,情報であり,逆に,ギム
ナジウムでありミッテルシューレで挙げられていな
い指示教科はスポーツ,宗教,倫理,芸術である｡
基礎コースでは2教科 (数学3,化学 1)4件しか
指示がない｡
生徒実験や観察課題の指示については,4区分で
様相が異なっている｡ミッテルシューレでは観察課
題も指示され,生徒実験の指示数も必修割合も大き
いのに対して,ギムナジウムでは観察課題は指示さ
れず,ll-12学年においては生徒実験の指示も皆
無に近い｡第11と12学年においては,どのような
実験や観察課題を実施するかは,教員が決定するこ
とになっているといえる｡
以上のように.内容に関わる様々な指示からは,
4区分 :ミッテルシューレ (6-10学年),ギムナ
ジウムの6-10学年,ll-12学年基礎コース･
達成コースの特徴などを見ることができた｡
最後に,ザクセン邦の検定 (認定)物理教科書
に注目しておきたい｡ギムナジウム用物理教科書
24点は,前期中等教育段階用18点と上級段階用6
点に分かれている｡前者では.前期中等教育段階の
もう一つの学校種 ミッテルシューレ用15点との重
複が,2点 (なお,この2点はCDが付いているか
いないかの違いである)しかなく,結局,この3区
分は峻別されているといえる｡
Ⅴ.おわりに
旧東ドイツ地区 ･ザクセン邦に焦点を当て,中等
教育段階の学楓 8年削ギムナジウム (通算呼称,
第5-12学年)における物理教育の現状を,いわ
ば学校教育法,同施行規則,学習指導要領などを手
がかりにして,明らかにしてきた｡
物理教育の週授業時間数では3タイプに分かれ,
最少でも,第6-10学年 ･各学年週2時間,計10
時であり,最多では,更に第11-12学年 ･各学年
(達成コース)週5時間.総計20時間に達する｡な
お,第8-10学年の自然科学系必修教科のいわば
総合理科が選択された場合には,その中で物理分野
のテーマが若干あり,更に,授業時数は微増するこ
とになる｡
物理教育の目標は,一般教育への寄与から発し,
前期中等と後期中等教育段階という2区分 (第5-
10と11-12学年)別や後期中等教育段階で基礎 ･
達成コース別にも分けたこの計3区分別ではなく,
一括して,指示されているO 教科 ･物理と自然科学
系必修教科 ･総合理科の目標とを比較すれば,履修
学年とその幅の違いからだけでではなく,とりもな
おきず教科の設置意義の違いを.確認できた｡
第6-10学年においては天文が含まれ,一万,
節ll-12学年では教科 ｢天文｣が基礎コースの教
科の1つとして準備されていることからもわかるよ
うに.教科･物理の中に天文が含まれていなかった｡
この6-10学年と11-12学年とにおける物理教
育の違いは,(天文を含むか含まないか.)上位の目
標-の関連指示数やその割合,生徒実験の指示数の
違い (教員の裁量程度の違い)に見られた｡
第11-12学年の基礎コース (週授業時間数合計
4)と達成コース (週授業時間数合計10)との学
習分野は,第12学年の必修 :実習光学,量子物理
学の基礎,選択 :物理学の応用,光学現象でしか同
じではなく,また,これら同じ学習分野でさえ授業
時数だけでなく,内容の大 ･中項目なども異なって
いた｡両コースにおいて,量子物理学 (第12学年 :
量子物理学の基礎),相対性理論 (第11学年 :時間
と空間の相対性,相対性理論への洞察)も学習され
ているものの,深化 ･発展的学習が行われている達
成コースを特徴づける必修学習分野はモデル化とシ
ミュレーション (第11学年),決定論的なカオス (第
12学年)であり,一方,基礎コースの特異性は習熟.
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判断,態度という目標群がないことや,他教科-の
関連指示数やその割合に見ることができた｡
結局,最長7年間の物理の学習内容でいえば,2
回通過法 (第6-10と11-12学年)で深め,広
げる構造を取っているといえる｡
なお,前期中等教育段階に属する6年制ミツテル
シューレと前 ･後期中等教育段階に属する8年制ギ
ムナジウムとの第6-10学年の物理は,週授業時
間数でいえば (各学年週2時臥 計10時間で)全
く同じであったが,必修学習分野は第6,10学年
で一部共通しているだけで,同じ選択学習分野もな
く,異なっているといえる｡
現に,検定 (認定)物理教科書に注目すれば,ギ
ムナジウム前期中等教育段階用と上級段階用とに分
かれており,もう一つの学校種 ミッテルシューレで
使える教科書は少なく,結嵐 この3区分は峻別さ
れているといえる｡
なお,本論文は,第27回物理教育研究大会 (辛
成22年8月10日,吹田市 ･関西大学)において口
頭発表 した内容に,基づいたものであり,加えて,
本研究の一部は,平成23-25年度科学研究費助成
事業 (学術研究助成基金助成金 (基盤研究 (C))
課題番号23501068｢ドイツ語圏における物理教育
の概念･構造に関する研究｣(研究代表者:田中賢二))
によって,支援を受けている｡
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